
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「農泊」とは、 農山漁村に宿泊し、滞在中に豊かな地域資

源を活用した食事や体験等を楽しむ「農山漁村滞在型旅行」

のことです。 当部では、登米地域の様々な魅力を体験でき

る市内８つの施設を掲載した、「宮城県登米市農泊マップ」

を新たに作成しました。施設ごとに周辺環境や体験できる

内容は様々で、自然豊かな登米市でどんなことをしたいか、

本マップを参考に、自分らしいスタイルで楽しむ農泊プラン

を考えていただけるようになっています。マップは、登米合

同庁舎１階・県民の室や、市内道の駅・観光施設等で配布し

ている他、当所ホームページにも情報を掲載していますの

で、ぜひご覧ください。 

 

■掲載施設紹介 

  伊豆沼レイクヒル天上 

伊豆沼のすぐ近くに佇む一棟貸切の宿。伊豆沼や高台か

ら眺める田園風景は壮観です。四季折々の自然が楽しめ、

特に冬は数万羽の渡り鳥が空を舞う絶景を堪能できます。 

 

  民泊すとう 

季節の野菜などの収穫、郷土料理、お菓子、小座布団、飾

り畳づくり、お抹茶などの体験ができます。また、近くにあ

る登米の観光スポット「みやぎの明治村」の観光ガイドも行

っており、町歩きをしながら、登米の歴史に触れることがで

きます。 

 

  里山民宿かじか村 

築 150 年の農家をリフォームした里山体験型の民宿。

野・山・川遊びや星空観賞、里山の自然食材を中心とした料

理を楽しみながら、ゆったりした時間をお過ごしいただけま

す。 

 

ホームページはこちらからご覧いただけます      

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/ 

et-tmsgsin-e/tomenonohaku.html 

 

市内農泊施設を紹介！「宮城県登米市農泊マップ」 

宮城県東部地方振興事務所登米地域事務所地方振興部 

令和８年４月 
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令和８年５月２８日、当所農業振興部の板橋部長から米

山町で養豚に取組んでいる、有限会社サトウ養豚の佐藤隆

代表取締役に、畜産分野で県内初となる「みどり認定証」が

交付されました。 

佐藤代表は、密閉撹拌方式コンポスト導入により、豚ぷん

を強制発酵して堆肥を製造する取組を計画されています。 

これが、温室効果ガスの排出量を削減する活動であると

して認定されたものです。 

登米管内は、かねてから環境保全型農業への意識化が高

く、全県の取組をけん引している地域です。令和７年８月に

は、環境保全米栽培に取り組む農業者約 1,400人を JAみ

やぎ登米がグループ申請し、認定を受ける事例もありまし

た。 

農業振興部では、引き続き、管内の環境負荷低減活動の

取組を支援してまいります。 

※みどり認定とは 

農業者が、環境負荷の低減を図るために行う５年間の

活動計画を知事が認定する制度です。 

 

 

 

 

 

 

 

板橋部長から佐藤代表取締役（写真左）へ認定証を交付 

（背景と衣装を生成ＡＩで調整しています） 

田んぼはお米を作るだけではなく、いろいろな役割があ

ることを学んでもらうため、登米市立東郷小学校５年生の

児童 24 名を対象に、みやぎ出前講座「田んぼの学校」を開

催しました。 

令和 8 年 6 月 10 日（水）は座学で「田んぼの役割」につ

いての講義と用水路の水がきれいなのかを調べる水質調

査を、6 月 17 日（水）は当部職員に加え迫川沿岸土地改良

区職員と地域の環境を守る裏大岳ふる里守り隊の皆さんに 

ご協力いただき、用水路でどんな生き物が生息しているか

実際に捕まえて調べる生き物調査を行いました。両日とも

に子供たちは楽しみながら取り組み、地域の農業・農村への

理解と興味を深めてくれました。特に生き物調査では「たく

さんの生き物を捕まえることができて楽しかった。」と大好

評でした。 

 当部では、今後も「田んぼの学校」の活動を継続し、地域の

農業・農村の魅力と役割を発信していきます。                                          

県内初！畜産分野でみどり認定証交付 

宮城県東部地方振興事務所登米地域事務所農業振興部 

令和８年５月２８日 

みやぎ出前講座「田んぼの学校」を開催 

宮城県東部地方振興事務所登米地域事務所農業農村整備部 

令和８年６月１０日、１７日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年７月３日（金）、ＪＡみやぎ登米南方農畜産物集出

荷場にて、第１９回登米市畜産共進会が開催されました。 

 本共進会は、登米地域の家畜改良意欲の高揚、登米子牛

ブランド「とめ牛」の生産体制の確立、及び第１３回全国和牛

能力共進会に向けた牛づくりを目指すと共に、生産者の飼

養管理技術の向上を図ることを目的とし、９月に行われる

県畜産共進会の地区予選として行われました。 

 共進会は、登米市内８地区から延べ３８頭（単体出品３４

頭、群出品２組４頭）、実頭数３７頭の黒毛和種の繁殖用雌

牛が出品され、審査が行われました。 

 審査の結果、各区の最優秀賞から選ばれたチャンピオン賞

は、第３区（経産）最優秀賞の米山町 冨栄 隆さん出品の

「ゆりひめ」号が受賞し、団体賞は昨年度に引き続き、迫地

区（迫町和牛改良組合）が獲得しました。  

また、特別区として登米総合産業高校から「さくらば 31」

号が出品され、生徒から学校での取組みが紹介されまし

た。 

今回の登米市畜産共進会の上位入賞牛を中心に選抜さ

れた牛たちは、９月４日（金）～５日（土）、みやぎ総合家畜市

場で開催される、「令和８年度宮城県総合畜産共進会（肉用

牛の部）」に、登米地域代表牛として出品されます。 

 今後は、登米和牛育種組合が主体となり、９月の県共進会

への出品に向けた調教指導会などを複数回行うこととして

おり、出品者・指導員・関係機関など関係者一丸となり、来

年８月に開催される和牛全共を見据え、昨年度の県共進会

に匹敵する成績を残せるよう取り組んでいきます。 

 今後も、登米地域の活躍にご期待ください。 

 

 

第１９回登米市畜産共進会開催 

県共進会に向け、登米地域の代表牛決定!! 

宮城県東部家畜保健衛生所 

令和８年７月３日 

牛を並べて比較審査 チャンピオン賞を受賞した「ゆりひめ」号 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年 5 月 24 日（日）、東和町の市有林において「市

民参加の新たな森林づくり」植樹祭が行われました。この植

樹祭は、市制施行と同時に始まった取組で、市民の皆さん

に森林に親しみ、森林を守り育てることの大切さを感じて

いただくことを目的としています。 

当日は市内から 134 人が参加し、少花粉のスギ苗木 

850 本を植樹しました。少花粉スギは一般的なスギと比べ

花粉の量が 1％以下とされており、花粉症対策にも貢献す

るスギ苗木です。参加者はそれぞれが協力しながら一本一

本丁寧に苗木を植え、森林づくりへの理解を深めました。                

今回植樹した苗木は、今後も下刈りや間伐などの適切な

手入れを行いながら大切に育てていく予定です。 

登米市東和町丸森地区で整備が進められていた一般県

道東和薄衣線丸森道路改良事業が完成し、令和８年４月１５

日に登米市錦織公民館で「開通を祝う会」が開催されまし

た。 

当日は、登米市長や県議会議員をはじめ、地域の皆様に

出席いただき、開通を祝いました。 

 

 

 

 

 

 

 

当地区は、北上川と急峻な岩山に挟まれた地形により、

見通しが悪く道路幅員が狭い区間が連続していました。更

に、落石や斜面崩壊の危険性も抱えていましたが、本事業

の完成により、車両の円滑な通行および歩行者の安全性が

確保されました。今後は、地域の利便性向上や活性化への

寄与が大いに期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

「市民参加の新たな森林づくり」植樹祭 

宮城県東部地方振興事務所登米地域事務所林業振興部 

令和８年５月２４日 

丸森道路改良事業 開通を祝う会を開催 

宮城県東部土木事務所登米地域事務所 

令和８年４月１５日 


